
内
閣
衆
質
一
五
一
第
一
一
六
号

平
成
十
三
年
八
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
西
暦
二
千
年
に
お
け
る
自
衛
隊
の
不
祥
事
案
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。

平
成
十
三
年
八
月
七
日
受
領

答
弁
第
一
一
六
号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
西
暦
二
千
年
に
お
け
る
自
衛
隊
の
不
祥
事
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
二
年
三
月
十
七
日
、
陸
上
自
衛
隊
の
東
北
方
面
総
監
外
七
名
は
、
岩
手
駐
屯
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
陸
上
自

衛
隊
東
北
方
面
隊
に
属
す
る
師
団
長
等
の
会
議
に
参
加
し
た
際
、
そ
れ
ぞ
れ
配
偶
者
を
公
用
車
に
同
乗
さ
せ
て
、
岩
手
駐

屯
地
ま
で
移
動
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
配
偶
者
は
、
岩
手
駐
屯
地
の
敷
地
内
に
所
在
す
る
厚
生
施
設
を
見
学
し
、
こ
れ

に
対
す
る
意
見
を
東
北
方
面
総
監
部
に
提
出
す
る
た
め
岩
手
駐
屯
地
ま
で
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
宿
泊
費
等
に
つ
い
て
は

各
自
が
負
担
し
た
。
翌
十
八
日
、
右
の
八
名
の
う
ち
、
東
北
方
面
総
監
、
東
北
方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
及
び
第
二
施
設
団

長
の
三
名
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
配
偶
者
、
車
両
操
縦
手
等
合
計
十
二
名
は
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
隣
接
す
る
ス
キ
ー
場
に

お
い
て
私
的
な
行
為
と
し
て
ス
キ
ー
を
行
い
、
公
用
車
を
利
用
し
て
帰
宅
し
た
。

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
右
の
三
名
が
ス
キ
ー
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十

五
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
又
は
職
務
を
怠
っ
た
場
合
」
（
以
下

「
職
務
上
の
義
務
違
反
等
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
の
、
違
反
の
程
度
が
懲
戒
処
分
を
行
う
ま
で
に
至
ら
な
い
と

一



判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年
四
月
二
十
四
日
付
け
で
、
東
北
方
面
総
監
に
対
し
て
訓
戒
等
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和

三
十
一
年
防
衛
庁
訓
令
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
訓
戒
（
以
下
「
訓
戒
」
と
い
う
。
）
を
、
東
北

方
面
総
監
部
幕
僚
副
長
及
び
第
二
施
設
団
長
に
対
し
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
文
書
に
よ
る
注
意
（
以
下
「
文
書

に
よ
る
注
意
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
及
び
関
係
者
の
処
分
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
四
月
二

十
四
日
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
一
年
一
月
か
ら
平
成
十
二
年
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
通
信
保
全
業
務
隊
の
総
務
科
長
は
、
架

空
の
旅
費
請
求
書
等
を
四
度
に
わ
た
り
作
成
し
、
不
正
処
理
し
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
未
使
用
の
旅
費
約
三
十
二
万
円
を

国
庫
に
返
納
す
る
こ
と
な
く
、
実
際
に
出
張
す
る
同
隊
の
隊
員
の
宿
泊
費
等
の
不
足
分
に
充
当
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
隊

の
運
用
審
査
科
長
等
は
、
総
務
科
長
に
よ
る
架
空
の
旅
費
請
求
書
等
の
作
成
等
に
協
力
し
、
架
空
の
出
張
命
令
を
受
け
た

同
隊
の
隊
員
に
自
宅
待
機
を
命
じ
て
い
た
。

防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
右
の
総
務
科
長
の
行
為
が
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

二



十
二
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
総
務
科
長
に
対
し
て
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
戒
告
（
以
下
「
戒

告
」
と
い
う
。
）
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
総
務
科
長
を
指
揮
監
督
す
べ
き
立
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
適
切
に
指

揮
監
督
し
な
か
っ
た
こ
と
が
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
同
日
付
で
同
隊
の
司
令
に
対

し
て
戒
告
の
処
分
を
行
っ
た
。
ま
た
、
右
の
総
務
科
長
の
行
為
に
協
力
等
し
た
運
用
審
査
科
長
等
に
対
し
て
訓
戒
又
は
文

書
に
よ
る
注
意
若
し
く
は
口
頭
に
よ
る
注
意
を
行
っ
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
四
月
二
十
日
発
表
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
二
年
四
月
二
十
八
日
、
海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校
の
生
徒
部
の
四
年
生
一
名
が
、
同
部
二
年
生
三
名
に
対
し

胸
部
を
こ
ぶ
し
で
殴
る
等
の
暴
行
を
加
え
た
。
ま
た
、
同
月
か
ら
五
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
同
校
職
員
三
名
及
び
同
部

四
年
生
十
名
が
、
下
級
生
に
対
し
て
生
徒
服
務
指
導
要
領
（
平
成
十
一
年
八
月
海
上
自
衛
隊
第
一
術
科
学
校
長
決
定
）
等

に
違
反
し
た
指
導
を
行
い
、
ま
た
、
そ
の
際
、
下
級
生
の
腹
部
を
ひ
ざ
で
押
す
等
の
暴
行
を
加
え
る
等
の
事
案
が
発
生
し

た
。

三



防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
右
の
い
ず
れ
の
暴
行
に
つ
い
て
も
、
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成
十
三
年
三
月
十
五
日
付
け
で
、
暴
行
を
行
っ
た
同
校
職
員
及
び
生
徒
の
う
ち
、
一
名
に
対
し
て
自
衛
隊
法
第
四

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
減
給
（
以
下
「
減
給
」
と
い
う
。
）
、
二
名
に
対
し
て
戒
告
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
同
校
職
員
及
び
生
徒
に
対
し
て
訓
戒
又
は
文
書
に
よ
る
注
意
若
し
く
は
口
頭
に
よ
る
注
意
を
行
っ
た
。
ま
た
、

右
の
暴
行
が
行
わ
れ
た
当
時
に
お
い
て
、
分
隊
に
属
す
る
生
徒
等
を
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
生
徒
部
第
一
分
隊
長
等

及
び
こ
れ
ら
の
隊
員
を
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
学
校
長
等
に
対
し
て
も
訓
戒
又
は
文
書
に
よ
る
注
意
を
行
っ
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
及
び
関
係
者
の
処
分
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
三
月
十

五
日
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
二
年
六
月
十
四
日
、
会
計
実
地
監
査
の
た
め
海
上
自
衛
隊
の
新
潟
基
地
分
遣
隊
を
訪
れ
た
舞
鶴
地
方
総
監
部
経

理
部
長
は
、
同
監
査
が
終
了
す
る
前
に
、
新
潟
基
地
分
遣
隊
長
と
と
も
に
公
用
車
を
使
用
し
寺
泊
港
の
現
地
調
査
を
行
い
、

同
港
付
近
に
お
い
て
昼
食
を
取
っ
た
後
、
新
潟
県
西
蒲
原
郡
分
水
町
に
所
在
す
る
大
河
津
分
水
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、

再
び
同
分
遣
隊
に
戻
り
監
査
結
果
の
講
評
を
行
っ
た
。

四



防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
右
の
現
地
調
査
が
事
前
に
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す

る
も
の
の
、
違
反
の
程
度
が
懲
戒
処
分
を
行
う
ま
で
に
至
ら
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
二
年
七
月
二
十
六
日

付
け
で
舞
鶴
地
方
総
監
部
経
理
部
長
及
び
新
潟
基
地
分
遣
隊
長
に
対
し
て
口
頭
に
よ
る
注
意
を
行
っ
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
七
月
四
日
及
び
五
日
、
新
聞
記
者
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て

い
る
事
実
関
係
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
十
二
年
一
月
十
七
日
、
東
千
歳
駐
屯
地
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
の
第
一
高
射
特
科
群
本
部
管
理
中
隊
の
火
器
・

化
学
陸
曹
は
、
同
中
隊
の
武
器
庫
内
を
点
検
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
重
機
関
銃
の
銃
身
一
本
が
亡
失
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
、
こ
の
こ
と
を
同
年
三
月
二
十
八
日
に
同
中
隊
の
中
隊
長
に
報
告
し
た
。
同
中
隊
長
は
同
年
六
月
二
十
七
日
に
第
一
高

射
特
科
群
長
に
対
し
て
、
第
一
高
射
特
科
群
長
は
同
日
に
第
一
高
射
特
科
団
長
に
対
し
て
、
ま
た
、
第
一
高
射
特
科
団
長

は
同
年
七
月
六
日
に
北
部
方
面
総
監
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
銃
身
の
亡
失
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
高
射
特
科
団
に

属
す
る
全
部
隊
が
同
駐
屯
地
内
、
付
近
の
演
習
場
等
に
お
い
て
亡
失
し
た
銃
身
の
捜
索
を
行
う
と
と
も
に
、
北
部
方
面
隊

に
属
す
る
全
部
隊
が
重
機
関
銃
の
一
斉
点
検
を
実
施
し
た
が
、
当
該
銃
身
の
発
見
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五



防
衛
庁
に
お
い
て
は
、
適
正
な
武
器
の
管
理
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
、
銃
身
の
亡
失
を
速
や
か
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と

等
が
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
一
月
九
日
付
け
で
、
右
の
中
隊
長
、
火

器
・
化
学
陸
曹
及
び
銃
身
が
亡
失
し
た
当
時
の
管
理
小
隊
長
に
対
し
て
自
衛
隊
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

停
職
の
処
分
を
、
第
一
高
射
特
科
群
本
部
第
四
科
長
外
二
名
に
対
し
て
減
給
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
銃
身
が
亡
失
し

た
当
時
に
お
い
て
、
第
一
高
射
特
科
群
に
所
属
す
る
隊
員
を
指
揮
監
督
す
べ
き
立
場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
切

に
指
揮
監
督
し
な
か
っ
た
こ
と
が
職
務
上
の
義
務
違
反
等
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
第
一
高
射
特
科
群
長
に

対
し
て
戒
告
の
処
分
を
行
っ
た
。
ま
た
、
銃
身
が
亡
失
し
た
当
時
に
お
い
て
、
右
の
隊
員
を
指
揮
監
督
す
べ
き
立
場
に
あ

っ
た
第
一
高
射
特
科
団
長
等
に
対
し
て
も
訓
戒
又
は
文
書
に
よ
る
注
意
若
し
く
は
口
頭
に
よ
る
注
意
を
行
っ
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
及
び
関
係
者
の
処
分
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
一
月
九

日
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

御
指
摘
の
�
の
事
案
に
つ
い
て
、
防
衛
庁
に
お
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

平
成
八
年
十
月
一
日
、
陸
上
自
衛
隊
の
小
郡
桜
谷
基
本
射
撃
場
に
お
い
て
、
飯
塚
駐
屯
地
業
務
隊
（
以
下
「
業
務
隊
」

と
い
う
。
）
所
属
の
自
衛
官
を
対
象
と
す
る
小
火
器
射
撃
検
定
の
際
に
、
業
務
隊
所
属
の
事
務
官
等
七
名
は
、
飯
塚
駐
屯

六



地
業
務
隊
長
（
以
下
「
業
務
隊
長
」
と
い
う
。
）
の
技
術
指
導
の
下
、
各
々
拳
銃
弾
五
発
を
射
撃
し
た
。
第
一
◯
三
地
区

警
務
隊
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
六
日
、
福
岡
地
方
検
察
庁
に
対
し
て
、
右
の
射
撃
を
実
施
さ
せ
た
責
任
者
で
あ
る
業
務

隊
長
に
つ
い
て
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
も
の
と
し
て

右
の
事
案
を
送
致
し
た
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
捜
査
当
局
に
お
い
て
捜
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
防
衛
庁
と
し
て
は
、

そ
の
結
果
を
待
っ
て
関
係
者
の
処
分
等
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

右
の
事
案
に
つ
い
て
防
衛
庁
が
把
握
し
て
い
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
九
月
五
日
発
表
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
に
つ
い
て

自
衛
隊
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、
国
の
安
全
を
保
つ
こ
と
等
を
任
務
と
し
て
お
り
、
そ
の
任
務
は
平
素
か
ら

の
国
民
の
信
頼
な
く
し
て
は
達
成
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
隊
員
に
は
、
平
素
か
ら
自
衛
隊
の
任
務
を
理
解
さ

せ
、
隊
員
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
規
律
の
厳
守
、
団
結
の
強
化
等
に
つ
い
て
指
導
教
育
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

七



特
に
、
隊
員
の
不
祥
事
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
部
隊
の
長
等
に
隊
員
の
身
上
を
的
確
に
把
握
さ
せ
、
隊
員
が
勤
務
上

の
規
律
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
私
生
活
に
お
い
て
も
常
に
隊
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
行
動
す
る
よ
う
指
導
さ
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
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